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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年12月19日(2012.12.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記の（１）および（３）の中から選択される少なくとも一つの基と、（１）～（５）
の中から選択される第２の基とを有する化合物の、非共有結合による、上記の基の間に水
素結合が形成される「超分子ポリマー」とよばれる結晶していないポリマーを形成するた
めのモノマーまたはプレポリマーとしての使用：
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【化１】

（ここで、Ａは酸素、硫黄またはＮＨを表し、上記超分子ポリマー中の水素結合は（１）
～（５）の基の中から選択される互いに同一または異なる２つの基の間で行われる）
【請求項２】
　超分子ポリマーが下記の式（６）の化合物を一つまたは複数の下記の（１'）～（４'）
の基を有するモノマーまたはプレポリマーと反応させて得られる請求項1に記載の使用：

【化２】

（Ａは請求項１と同じ意味を有し、上記の（１'）～（４'）の基の窒素間の炭素原子は置
換されていてもよい）
【請求項３】
　Ａが酸素である請求項２に記載の使用。
【請求項４】
　上記「超分子ポリマー」がポリアクリル酸の改質剤として使用される請求項１または２
に記載の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
１）固体成分（水中で結晶化可能なエチレン－ビスイミダゾリドンが主成分。ＰＦ＝２５
２．４℃（文献値　２４０～２４５℃）。このエチレン－ビスイミダゾリドンは２つの基
（１）を有し、極めて純粋であり、従って、結晶化している）
２）メタノール可溶成分（蒸発乾固し、３３重量％の水溶液にした。この水溶液を「母液
」という。この母液は基（１）を有する本発明のモノマーを含んでいる）
【誤訳訂正３】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　上記のメタノール可溶成分はトリエチレンテトラアミンの不純物に起因する分子乱れの
ために結晶化はしない。分析結果から、このメタノール可溶成分は主としてエチレン－ビ
スイミダゾリドン（Ａ）、Ｎ－ピペラジノエチル－イミダゾリドン（Ｂ）、ビス－ＡＥＰ
、Ｎ，Ｎ'－ビス－（２－アミノエチル）－ピペラジン（Ｃ）、分岐ＴＥＴＡ、トリス－
（２－アミノエチル）アミン（Ｄ）からなる。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
（注１）：
　使用した製品のグレード（純度）は沸点が類似した直鎖、環状および分岐エチレンアミ
ンの混合物である。
　ＴＥＴＡ：　Ｎ，Ｎ'－ビス（２－アミノエチル）－１，２－エチレンジアミン、
　ビス－ＡＥＰ：　Ｎ，Ｎ'－ビス（２－アミノエチル－ピペラジン）、
　ＰＥＥＤＡ：Ｎ－［（２－アミノエチル）－２－アミノエチル］－ピペラジン
　分岐ＴＥＴＡ：　トリス－（２－アミノエチル）アミン
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
実施例８（参考例）
　０．２２ｇのスクアラン（squalane、2,6,10,15,19,23-ヘキサメチルテトラコサン）を
１０ｇの尿素に添加した。実施例６に記載の方法で作ったフィルム（厚さ＝０．６５ｍｍ
）は固く、散光性（diffusant）が強い。Ｔｇ＝４２℃。
実施例９
　０．２２ｇのトリプロピレングリコールを１０ｇの実施例７の母液に添加した。実施例
６に記載の方法で作ったフィルム（厚さ＝０．６５ｍｍ）は軟らかく、透明である。Ｔｇ
＝１８℃。
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